
 

Ｂ２（１） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
実験１では、ふりこの長さを 50cm、おもり

の重さを 40g にして、ふりこが 10 往復する時
間を６回測定し、下の表にまとめました。 

 

 

 

ゆきこさんは、上の表をもとに、次の２つの

式で１往復する平均の時間を求めました。 

 

 

 
 

①の１４.５（秒）は、何を求めていますか。

答えを書きましょう。 

平成２５年度（関連する問題）小算Ｂ２（１） 

正答率  

【岐阜県】４９.３％ 【全国】５１.７％ 

・示された式の値が何を表しているのかを書く 

 

 

 

○数値や式などの意味を考えたり事象に即して解釈したりすること 
  
・小学校 Ｂ問題 ２（３） 

県速報値【２２.７％】無解答率【岐阜県】１７．１％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育の時間に、40mハードル走を行います。 

次の図のように、ハードルとハードルの間がそ

れぞれ、５m、5.5m、６m になるようにハードル

を４台ずつ置いて、40m のコースにＡ、Ｂ、Ｃの

３つのコースをつくります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 式の中の 0.4 や 0.3 は、どのような時

間を表している数だと考えられますか。言

葉や数を使って書きましょう。 

指導のポイント！ 

正答率が低く、無解答率が高かった問

題。数値や式の意味を解釈し、合理的に

判断し説明できるようにするために、数

値や式はどこから導き出されたものか、

その数値に対してどのような演算を行

っているか、具体的な事象と関連付けて

考える指導が求められる。 

 

０.４や０.３にハードルの数をかけてい

ることから、０.４や０.３がハードル１台

当たりに増える時間であると判断する。 

（２）今後の指導改善に向けて 

 ①課題として取り組んでいきたいこと 
＊この項目については、「③６，７月に指導できること」（ ）に指導の具体を紹介しました。 
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・中学校 Ｂ問題 ３（３）県速報値【３０.６％】 無解答率【岐阜県】２０．４％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導のポイント！ 

正答率が低く、無解答率が高かった問

題。与えられた式やグラフを、事象に即

して解釈する指導が求められる。 

連立方程式の解や、グラフの交点を、

Ａ車とＢ車の総費用が等しくなる年数と

解釈する。 

平成２７年度（関連する問題）中数Ｂ１（３） 

正答率  

【岐阜県】１２.４％ 【全国】１１.７％ 

・映像の明るさを２倍にするための投映画面の面積の

変え方を選び、その理由を説明する。 

Ｂ１（３） 

 

 

 

映像の明るさを２倍にするにはどうすれば

よいですか。下のア、イの中から正しいものを

１つ選びなさい。また、それが正しいことの理

由を、上の式で表される関係をもとに説明しな

さい。 

ア 投映画面の面積を２倍する。 

 

イ 投映画面の面積を  倍する。 

 
２

１

※ 過去の調査における類似問題の正答率 

Ａ車とＢ車の総費用が等しくなるおよその使

用年数を考えます。下のア、イのどちらかを選

び、それを用いてＡ車とＢ車の総費用が等しく

なる使用年数を求める方法を説明しなさい。ア、

イのどちらを選んで説明してもかまいません。 

ア それぞれの車の使用年数と総費用の関係
を表す式 

イ それぞれの車の使用年数と総費用の関係
を表すグラフ 
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63.7 

12.4 

22.4 

30.6 

62.3 

11.7 

0.0

50.0

100.0

H26

全国

中３

Ｂ３（２）

H27

全国

中３

Ｂ１（３）

H27

県

中３

８（２）

H28

全国

中３

Ｂ３（３）

県平均

全国平均

大地さんの求
め方を基に、ウ
ェーブする人数
と時間につい
て、２つの数量
の間の関係を説
明する。 

映 像 の 明
るさを２倍
にするため
の投映画面
の面積の変
え方を選び、
説明する。 

具体的な
事象を表し
たグラフか
らその特徴
を読み取る
ことができ
る。 

上記 

今
回 

45.6 

76.7 

56.0 

22.7 

46.1 

0.0

50.0

100.0

H26

全国

小６

Ｂ５（２）

H26

県

小４

４（２）

H26

県

小５

11（１）

H28

全国

小６

Ｂ２（３）

県平均

全国平均

長方形を組
み合わせた図
形の面積を求
めることがで
きる。 

おはじき
の個数の求
め方を、式か
ら考え、説明
することが
できる。 

左記 使いやすい
箸の長さの目
安を基に、一あ
た半の長さを
表している図
を選ぶ。 

今
回 



 

 
 
 
 

（ア）数学的な表現を用いて根拠を明らかにして筋道立てて説明したり、論理的に考

えたりすること。 

・小学校 Ｂ問題４（３）県速報値【２２.３％】 

 
  ・中学校 Ｂ問題２（２）県速報値【２６.４％】 

Ｂ問題６（２）県速報値【２２.３％】 
 
 
 
 
 
 

小学校Ｂ問題４（３）           中学校Ｂ問題２（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

68.6 

35.3 

56.0 

19.4 19.8 

62.5 

22.3 

69.1 

22.3 

0.0

50.0

100.0

H26

全国

小６

Ｂ２（２）

H26

県

小４

９（２）

H26

県

小５

11（１）

H27

全国

小６

Ｂ４（３）

H27

県

小４

８（２）

H27

県

小５

８（２）

H28

全国

小６

Ｂ４（３）

県平均

全国平均

※ 過去の調査における類似問題の正答率 

 桃香さんが作った問題 

 桃香さんが作った問題の最初に、x と y の間の関係

を書き加えます。x＝４のとき y＝９になるように、x

と y の間の関係を書き加えることについて、正しいも

のを下のア、イの中から１つ選び、それが正しいこと

の理由を説明しなさい。 

ア 「y は x に比例しています。」を書き加えれば、 

x＝４のとき y＝９になる。 

イ 「y は x に反比例しています。」を書き加えれば、 

x＝４のとき y＝９になる。 

 けんたさんが言っている、   部のことは正しく

ありません。 

 そのわけを、グラフから読み取れる貸出冊数に着目

して、言葉や数を使って書きましょう。 
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（２）今後の指導改善に向けて 

 ②その他課題として捉えられること 

34.1 

14.2 

23.1 
27.5 26.4 

22.3 

32.1 

21.2 
23.3 

0.0

50.0

100.0

H26

全国

中３

Ｂ５（２）

H26

県

中２

９（３）

H27

全国

中３

Ｂ３（２）

H27

全国

中３

Ｂ５（２）

H28

全国

中３

Ｂ２（２）

H28

全国

中３

Ｂ６（２）

県平均

全国平均

今
回 

２つの資料の傾向を比較するために、適切な代表値を根拠を明確にし
て説明する。 

上記 

今
回 

 x の値に対応する y の値は、次の表のようになり

ます。このとき、x＝４のときの y の値を求めなさ

い。 
 

x …  ２  ３  ４ … 

y …  18  12    … 

 

 

 Ａ小学校に比べてＢ小学校のほうが、５月から６月ま
での線のかたむきが急です。 

 だから、Ａ小学校に比べてＢ小学校のほうが、５月か

ら６月までの「物語」の貸出冊数の増え方は大きいです。 

指導のポイント！ 
 小学校Ｂ問題４を活用して学習する
際は、それぞれのグラフの目盛りの大
きさに留意して数値を読み取らせまし
ょう。また、変化の大きさや増え方の
違いについて、グラフを読み取った結
果をもとに、どの子も説明できる場面
を位置付けましょう。 

 

上記 

最大値に着目し
て、棒グラフの棒を
枠の中に表すこと
ができない理由を、
言葉と数を用いて
説明する。 

お は じ
きの個数
の求め方
を式から
考え、説明
する。 

示 さ れ
た 情 報 を
基に、条件
に あ う 時
刻 を 求 め
る。 

四角形の４つの角の
大きさの和の求め方を
表した説明を読み取
り、五角形の５つの角
の大きさの和の求め方
を考える。 

１目盛りを 50m3 として学校の
水の使用量の表を棒グラフに表す
とき、棒が縦 20 マスの枠の中に入
らない月を選び、そのわけを書く。 

目標に達するには、12
月に 3000 個のキャップ
を集めればよいわけを
書く。 

68.6 69.1 

今
回 



 

（イ）計算の能力を身に付けること（小学校） 
 

・小学校 Ａ問題  

１（１） □÷０.８の商の見積もり 県速報値【６６.０％】  

１（２） ２.１÷０.７の工夫   県速報値【７１.５％】  

１（３） 小数の除法の検算    県速報値【７５.０％】  

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）数量の関係や法則などを文字式に表すことができること（中学校） 
  

・中学校 Ａ問題 ２（１） 

 

県速報値【３０.６％】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.9 70.6 

79.9 

47.8 

66.0 

71.5 
75.0 

71.0 
74.3 

82.0 

0.0

50.0

100.0

H27

全国

小６

Ａ１（１）

H27

全国

小６

Ａ１（２）

H27

全国

小６

Ａ１（３）

H27

県

小４

１（２）

H28

全国

小６

Ａ１（１）

H28

全国

小６

Ａ１（２）

H28

全国

小６

Ａ１（３）

県平均

全国平均

49.9 

92.8 

22.6 23.7 

30.6 

45.2 

91.2 

22.2 

0.0

50.0

100.0

H26

全国

中３

Ａ２（１）

H26

全国

中３

Ａ２（４）

H27

全国

中３

Ａ２（２）

H27

県

中２

２（１）

H28

全国

中３

Ａ２（１）

県平均

全国平均

※ 過去の調査における類似問題の正答率 

※ 過去の調査における類似問題の正答率 
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上記 「プールの水の深さ
は１２０cm 以下であ
る」という数量の関係を
表した不等式を書く。 

男子 m 人と女子 n 人が
１人２個ずつ持った風船
の合計数を、m、n を用い
て表した式を選ぶ。 

赤いテープの長さが acm
で、
のとき、白いテープの長さを a
を用いた式で表す。 

数量の関係
を文字式に表
すことができ
る。 

今
回 

今
回 今

回 

ある数を３でわると、商が a で余りが２になりま

す。ある数を、a を用いた式で表しなさい。 

の差の概算の
結果として、ふ
さわしい数値
を選ぶ。 

小数の加法の結
果を、減法を用いて
確かめるとき、当て
はまる数値の組み
合わせを書く。 

小 数 の
しくみを
理解して
いる。 

上記 上記 上記 
が何個集まった数かを表
すための式として、ふさ
わしい数値の組み合わせ
を書く。 

 71.0 69.9 

指導のポイント！ 

 計算の結果の見積もりや確かめ

の習慣を身に付けましょう。また、

小数の除法については、除数及び

被除数に同じ数をかけても、同じ

数でわっても商は変わらないとい

う除法の性質が成り立つことを確

認した上で、小数の除法を整数の

除法に置き換える活動を位置付け

ましょう。 

指導のポイント！ 

 中学校Ａ問題２（１）を活用し

て学習する際は、具体的な数や言

葉を使った式を利用して関係を捉

え、文字式に表す活動を位置付け

ましょう。 

今
回 



 
 
 
 
例）「数値や式などの意味を考えたり事象に即して解釈したりする

こと」を指導する場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
←指導内容の学年内・学年間の系統性を踏まえた
とき、このことは確実に身に付けさせたいこと 

≪小学校第３学年≫ 

≪小学校第４学年≫ 

≪小学校第５学年≫ 

≪小学校第６学年≫ 

 

「１つ分を求める時」「いくつ分を求める時」「何倍かを求める時」など、わり算の意味を理

解すること。（かけ算の式に表して違いを見付けること。） 

 

計算の仕方だけでなく、演算決定をした根拠

を説明すること。（分かっていることや求める

ことを「テープ図と数直線」等に表す。） 

 

計算の仕方だけでなく、演算決定をした根拠を説明すること。 

（分かっていることや求めることを「数直線」等に表す。） 

 

計算の仕方だけでなく、演算決定をした根拠を説明すること。 

（分かっていることや求めることを「数直線」等に表す。） 

 

「もとにする量」「比べる量」「割合」 

を明らかにするとともに、「数直線」等

で演算決定の根拠を明確にすること。 

 

計算の仕方だけでなく、演算決定をした根拠を説明すること。 

（分かっていることや求めることを「数直線」等に整理する。） 

単元名：「わり算」 

単元名：「２けたの数をかける計算」 
単元名：「□を使った式」  

単元名：「わり算の筆算」 
単元名：「２けたでわる計算」 
単元名：「小数と整数のかけ算・わり算」 

単元名：「小数のかけ算」 
単元名：「小数のわり算」 
単元名：「分数と整数のかけ算・わり算」 

単元名：「単位量あたりの大きさ」 
単元名：「割合」 

単元名：「分数のかけ算」 
単元名：「分数のわり算」 

教科書の 
乗除の演算決定の頁 

教科書の 
乗除の演算決定の頁 

教科書の 
数直線のかき方の頁 

教科書の 
乗法の演算決定の頁 

 

教科書の 
数直線のかき方の頁 

≪小学校第３学年≫ 

小学校において 

大切にしたい指導 

24ページ[中学校]につながる 

⇒「除法の意味や割合の意味」の指導においては、数直線図を使って、問題と数直線

図、式を関連付けることにより、数値や式の意味を考えましょう。 

25ページ：指導案へ 

０ 1 3

０ 7.2

（本）

（L）
３倍

３倍
□×３＝７.２だから・・・

教科書の 
数直線の頁 
教科書 5 

比べる量 もとにする量

０ 0.7 1

０ 10

（割合）

（回）7

0.7倍 倍

何倍の大きさ １とみる大きさ
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（２）今後の指導改善に向けて 

 ③６、７月に指導できること 

４人の３０倍だから・・・

０ 1 30（こ）

人
４人



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                 
 

≪中学校第１学年≫ 

≪中学校第３学年≫ 

 

 具体的な場面で正の数と負の数を用いて表したり処理したりすること。 

単元名：正の数・負の数 

≪中学校第２学年≫ 

単元名：連立方程式 

中学校において 

大切にしたい指導 

23ページ[小学校]からつながる 

26ページ：指導案へ 

⇒「方程式の立式の指導」では、表や図を使って等しい数量を捉えるとともに、

立式した方程式が表す意味を考えたり、方程式の解を吟味したりするなどして、

数値や式などの意味を事象に即して解釈することができるようにしましょう。 

 

 数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを理

解し、式を用いて表したり読み取ったりすること。 

単元名：文字と式 

 

 簡単な一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用すること。 

単元名：一次方程式 

 

 文字を用いた式で数量及び数量の関係を捉え、説明できることを理解す

ること。 

単元名：式と計算 

 

 文字を用いた式で数量及び数量関係を捉え説明すること。 

単元名：多項式 

 

 数の平方根の必要性と意味を理解すること。 

単元名：平方根 

 

 二次方程式を具体的な場面で活用すること。 

単元名：二次方程式 

教科書の 
正の数、負の数の利用の頁 

教科書 5 

教科書の 
文字を使った式の利用の頁 

教科書 5 

教科書の 
解の意味の頁 
教科書 5 

教科書の 
数の性質とその調べ方の頁 

教科書 5 

教科書の 
数の世界のひろがりの頁 

教科書 5 

教科書の 
数の性質と式の利用の頁 

教科書 5 

教科書の 
二次方程式の利用の頁 

教科書 5 
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単元名：「小数でわる計算を考えよう」 

≪小学校第５学年≫ 

本時のねらい 

 

 

 

 

 
 

本時の展開略案（１４／１５） 

○実態を見届ける（見極める） 

○既習の内容の定着を見届ける。 

・具体的な場面を、数直線図を用い

て整理することができるか。 

・数直線図をもとに立式ができるか。 

※レディネステストや「小数をかけ

る計算を考えよう」「小数でわる計

算を考えよう」の学習の様子等か

ら実態を把握する。 

○授業のねらいを見極める。 

・問題場面を数直線図に整理し、そ

れをもとに立式したり、場面と式

から問題を考えたりして、問題と

数直線図、式を関連付けて考える。 

○学習状況を見届ける 

○問題から式が見つけられるか、式

から問題が見つけられるかを見届

ける。 

・それぞれの数値が、場面では何を

表しているかを考える。 

 ⇒（例）１.５×３の式の、１.５や

３は、それぞれ何を表している

数でしょう。 

○数直線図から式を見つけられるか

を見届ける。 

・乗法の式にして考える。 

 ⇒もとにする量はどうなりますか。 

○定着状況を見届ける 

○全体交流後までの理解を見届ける。  

・ノートに図と式をかく。 

・ペア交流等で自分の言葉で説明する。 

○【評価問題】一人一人の実態に応

じて、問題をつくって式を考える、

問題を示して式を考える、式を示

して問題を考える等、どのように

取り組むのかを判断する。 

与えられた場面から問題をつくりどんな式に

なるかを考えたり、与えられた場面と式から問題

を考えたりして、数値や式の意味を場面や数直線

図から解釈し、問題と数直線図、式を関連付ける

ことができる。 

１ 場面を把握する。 

・（場面を提示）重さは同じで、長さの異なる３

種類の棒がある。 

⇒視覚的な支援：場面絵の提示 

・問題と数直線図、式を提示する。 

２ 課題をつかむ。 

 

３ 個人で追究し全体で交流する。 

 

 

1.5÷3 

 

                    1.5×3 

 

                     1.5×2.4 

 

                     2.4÷1.5 

 

                     3÷1.5 

 

                     1.5÷2.4 
 

・数直線図をもとに、問題から式を見つけたり、

式から問題を見つけたりする。 

４ 本時の学習をまとめる。 

 

 

 

５ 評価問題に取り組む。 

・問題と式を関連付ける問題に取り組む。 

６ 本時を振り返る。 

数直線図を使って、問題と式をつなげよう。 

問題を数直線図に整理して立式するだけで

はなく、式に出てくる数の意味を考えると、

問題を見つけることもできる。 

1m の重さが 1.5kg の赤いぼうがあります。 
3m の青いぼうの重さをはかったら、1.5kg でした。 
2.4m の白いぼうの重さをはかったら、1.5kg でした。 
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あ
青いぼう1mの重さは何kgでしょう。

い
青いぼう1kgの長さは何mでしょう。

う
赤いぼう3mの重さは何kgでしょう。

え
赤いぼう3kgの長さは何mでしょう。

お
赤いぼう2.4kgの長さは何mでしょう。

か
赤いぼう2.4mの重さは何kgでしょう。

き
白いぼう1mの重さは何kgでしょう。

さ

し

す

せ

そ

た

ち

０ 1 3

０

（m）

（kg）1.5

０ 1 2.4

０

（m）

（kg）1.5

０ 1 3

０

（m）

（kg）1.5

０ 1

０

（m）

（kg）1.5

０ 1

3０

（m）

（kg）

1.5

０ 1

3０

（m）

（kg）1.5

０ 1

2.4０

（m）

（kg）1.5

2.4



  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

本時のねらい 

 

 

 

 

 

本時の展開略案（ ９／１４） 

・ 

・ 

・ 

 

単元名：連立方程式 

≪中学校第２学年≫ 

○実態を見届ける（見極める） 

○既習の内容の定着を見届ける。 

・かかった時間を道のりと速さから求

めることができるか。 

・一元一次方程式を用いて、速さの問

題を解決することができるか。 

・前時の学習内容について、数量関係

を表に表すことができるか。 

※帯活動や家庭学習など、既習の内容

を学び直す機会を位置付けるととも

に、学習の様子から実態を見届ける。 

○授業のねらいを見極める。 

連立二元一次方程式の立式におい

て、速さと道のりと時間の関係を活用

して問題解決を図ることにより、方程

式の活用場面をより一層広くすること

をねらいとする。 

○学習状況を見届ける 

○連立二元一次方程式を活用して問題

解決できているか見届ける。（個人追

究時のノートの記述や、全体交流時

の発言内容から） 

・量の種類や単位に着目して、表や図

に表しているか。 

・道のり、時間の関係に着目して立式

しているか。 

○定着状況を見届ける 

１ 場面を把握する。 

・分かっている数

量と求める数量

を明らかにし、

何を x、yにする

かを決める。 

・道のり、速さ、

時間について、

図や表を用いて

整理する。 

２ 課題をつかむ。 

表や線分図を使って、等しい数量関係を

見つけ、連立方程式を活用して解決しよう。 

３ 個人で追究し全体で交流する。 

・表や図から等しい関係にある数量を捉える。

（表や図の各量はどんな数量なのか、単位は

何か等に着目させる。） 

・立式した二元一次方程式は、それぞれどんな

数量の関係を表しているのかはっきりさせ

る。 

・連立方程式を解き、解を問題の答えとしてよ

いかを考え、答えを決める。 

４ 本時の学習をまとめる。 

速さの問題では、表や図を用いて条件を

整理して、道のりと時間の数量関係にそれ

ぞれ着目し、等しい数量関係を見いだせば

立式できる。 

５ 評価問題に取り組む。 

６ 本時を振り返る。 

数量の種類や単位に気を付けて、表や図

に整理して表せば、等しい数量関係が見つ

けやすい。 

 

○教科書を活用して、次の点から定着

状況を見届ける。 

・同一の問題において、時間を x、yと

おき、表に整理して立式できるか。 

・問題場面が変わっても、表に整理し

て立式できるか。 

○「速さの問題の解き方」について振

り返る。 

速さの問題において連立二元一次方程式を

立式する活動を通して、道のり、時間、速さに

ついて図や表に整理して、等しい数量関係を見

いだせばよいことに気付き、連立二元一次方程

式を活用して解決することができる。 

自転車 ランニング 合計

道のり（km） x y

速さ（km/h） 24 16

時間（h）
5

2

道のり

速さ 時速24km 時速16km

時間 時間時間

2時間30分

x km y km

50 km

- ２６ - 



 

 
 

≪小学校・算数≫ 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

小学校 Ａ問題 ２（２）県速報値【８２.３％】 無解答率【岐阜県】０.４％ 

 

 

 

 

 

 

＜過去の類似問題（出題の趣旨が同様の問題）＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○その他、課題とされてきた内容について、指導改善の成果があったと分析される問題の例 

・小学校 Ａ問題 ５県速報値【８４.５％】 無解答率【岐阜県】０．８％ 

  ＜問題の概要＞ 三角形の底辺に対応する高さを選ぶ。 

末尾の位のそろっていない小数の加法・減法の計算の指導の成果が表れています！ 

＜出題の趣旨＞  

・ 末尾の位のそろっていない小数の加法の計算をすることができる 

＜問題の概要＞ 

・ ４.６５＋０.３ を計算する。 

♪この指導は「子どもの目線に立つ 2015第１弾」（指導改善資料）（p.25） 

「これだけはどの子も！学プリ（その１）」にも掲載。 

・ 計算の練習を繰り返すだけでなく、「見当」をつける指導や、計算結果と「見当」

を比較したり、かけ算の学習の際にたし算の筆算と比較して学び直したりする指導が

大切です。 

平成２７年度 小学校 Ａ問題 ２（２） ６.７９－０.８ 

【岐阜県】７１.４％ 【全国】６９．５％ 

無解答率【岐阜県】０.７％ 【全国】０.７％ 

平成２６年度 小学校 Ａ問題 １（３） ９－０.８ 

【岐阜県】７７.７％ 【全国】８３．８％ 

無解答率【岐阜県】０.７％ 【全国】０.８％ 

平成２５年度 小学校 Ａ問題 １（２） ０.７５＋０.９ 

【岐阜県】６３.７％ 【全国】７１．３％ 

無解答率【岐阜県】０.４％ 【全国】０.３％ 

２ 各教科の指導改善に向けて【算数・数学】 

（１）成果として認められる内容 
＊「正答率がおおむね８０％を上回るもの」を「成果として認められる内容」として整理(国立教育政策研究所 HPより) 

＊「出題の趣旨」が同じ問題であっても、出題の仕方が異なることにより、正答率が変動することがあります。 
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≪中学校・数学≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 Ｂ問題 １（１）県速報値【８０.６％】 無解答率【岐阜県】０．９％ 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

＜過去の類似問題（出題の趣旨が同様の問題）＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○その他、課題とされてきた内容について、指導改善の成果があったと分析される問題の例 

・中学校 Ａ問題 ９（１）県速報値【９１.０％】 無解答率【岐阜県】２．２％ 

 ＜問題の概要＞ 比例の表を完成させる。 

 

与えられた情報から必要な情報を適切に選択し、処理できるようにする

指導の成果が表れています！ 

＜出題の趣旨＞  

・ 与えられた情報から必要な情報を

適切に選択し、処理することができ

る。 

＜問題の概要＞ 

・ １試合の時間を１６分とすると

き、１回の休憩の時間を求める。 

♪この課題は「子どもの目線に立つ 2015第１弾」（指導改善資料）にも掲載。 

（p.22） 

・ 実生活の場面での問題を解決する指導が大切です。 

平成２７年度 中学校 Ｂ問題 ５ （１）【岐阜県】４７.５％ 【全国】３９.１％ 

無解答率【岐阜県】２３.３％ 【全国】２６.８％ 

＜問題の概要＞ 

・ １回目の調査で、落し物の合計のう

ち、文房具の占める割合を求める式を

答える。 
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大会の計画 

 

 

○ ３学級の総当たり戦で、全部で３試合行う。 

○ １試合の時間はすべて同じ長さとする。 

○ 試合と次の試合の間には準備を含む休憩をと

り、休憩の時間は同じ長さとする。 

○ 第一試合が始まってから第三試合が終わるまで

は 60分とする。 


